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年
末
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
お
手
持
ち
の
納
付
案
内
書
や
口

座
振
替
の
通
帳
を
い
ま
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則

２５
年
以
上
必
要
で
す
（
第
３
号
被

保
険
者
期
間
、
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含
み
ま

す
）。

　
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。

受
給
権
を
得
る
た
め
に
も
納
め
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
後
で
ま

と
め
て
納
め
た
い
と
思
っ
て
も
、

２
年
を
超
す
と
そ
れ
以
前
の
保
険

料
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お

得
で
便
利
、
確
実
な
「
口
座
振
替
」

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
全

額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
１９
年
１
月
か
ら

１２
月
ま
で
に
納

め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

手
続
の
際
に
は
、
控
除
証
明
書
や

領
収
書
を
申
告
書
に
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
分
の
保

険
料
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和

３４
年
か
ら
制
度
が
始
ま
っ

た
老
齢
福
祉
年
金
は
、
当
初
か
ら

郵
便
局
の
窓
口
に
お
い
て
年
金
証

書
で
年
金
の
受
け
取
り
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
の

郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
平
成

１９
年

１０
月
以
降
の
年
金
の
受
け
取
り
が

次
の
①
ま
た
は
②
の
方
法
に
変
わ

り
、
年
金
証
書
で
の
受
け
取
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

①
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
預
金

口
座
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便

局
）
の
貯
金
口
座
へ
振
込
。
　

②
郵
便
窓
口
に
お
け
る
国
庫
送
金

通
知
書
で
の
受
け
取
り
。

　
老
齢
福
祉
年
金
の
受
け
取
り
は
、

４
月
、
８
月
お
よ
び

１２
月
の
年
３

回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年

１２
月
受
取
分
（
８
月
〜

１１

月
分
）
か
ら
は
、
お
届
け
い
た
だ

い
た
金
融
機
関
の
口
座
へ
の
振
り

込
み
、
お
よ
び
国
庫
送
金
通
知
書

で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま
す
。

　
事
前
に
「
老
齢
福
祉
年
金
受
給

月
確
認
書
」
を
提
出
さ
れ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は

１１
月
に
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
が
、
提
出
の
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は

１２
月
の
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
受
給
月
を
変
更
さ

れ
る
場
合
は
、
改
め
て
「
老
齢
福

祉
年
金
受
給
月
確
認
書
」
を
提
出

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
黒
潮
町
役
場
〔
大

方
総
合
支
所
住
民
課
住
基
戸
籍

係
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

佐
賀
総
合
支
所
総
務
課
住
基
戸

籍
係
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）〕

ま
た
は
、
高
知
社
会
保
険
事
務

局
年
金
課〔
蕁
０
８
８
―
８
２

２
―
０
２
０
１
〕
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
毎
週
月
曜
日
は
午
後
七
時
ま
で

　
毎
週
月
曜
日
は
幡
多
社
会
保
険

事
務
所
に
お
い
て
、
年
金
相
談
の

受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

し
て
お
り
ま
す
。

１２
月
の
延
長
日

１２
月
３
日（
月
）・

１０
日（
月
）・

１７
日（
月
）・

２５
日（
火
）

＊
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　
１２
月
８
日（
土
）は
、
幡
多
社
会

保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
社
会
保
険
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

老
齢
福
祉
年
金
が

口
座
振
込
に
な
り
ま
し
た

第
２
土
曜
日
・
時
間
外
の
年
金

相
談
の
お
知
ら
せ
（
１２
月
）

ねんきん
コーナー

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
相
談
専
門
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

１
月
１７
日（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
第
１
研
修
室

（
佐
賀
庁
舎
前
）

ね
ん
き
ん
相
談

ね
ん
き
ん
相
談

　
自
然
の
多
い
高
知
県
。
そ
の
中

で
も
特
に
美
し
く
多
様
な
自
然
が

残
る
幡
多
地
域
。
私
た
ち
「
幡
多

緑
と
水
の
会
」
は
、
こ
の
幡
多
地

域
の
自
然
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
自
然

を
守
る
活
動
を
広
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
土
佐
佐
賀
の
鹿
島
を

観
察
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
佐

賀
の
鹿
島
は
、
神
社
が
あ
り
信
仰

の
島
で
す
の
で
特
別
な
と
き
に
し

か
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
人
の
手
が
一
切
加
え
ら
れ

て
い
な
い
自
然
林
で
も
あ
り
ま
す
。

　
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
１２
月

１６
日（
日
）
小
雨
決
行

　
午
前
９
時
 

土
佐
佐
賀
駅
前
集
合

持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・

ご
み
を
入
れ
る
袋
な
ど

参
加
費

　
１,
０
０
０
円
（
渡
し
賃
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
幡
多
緑
と
水
の
会
事
務
局（
藤
井
）

　
蕁
０
９
０
―
５
７
１
３
―
０
４
７
２

　
※
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

幡
多
緑
と
水
の
会

自
然
観
察
会
・
土
佐
佐
賀
の
鹿
島


